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あらまし：大学における授業において，受講者の視線情報は，授業改善に活用可能な重要な情報であると

考えられる．しかしながら，一般的な方法であるビデオを用いた視線情報の観察・分析は，手間や精度の

問題が大きい，そこで本研究では，全天球カメラ撮影した映像を視線検出が可能な没入型 HMD 上に表示

し，これを複数の視聴者に視聴してもらうことで，受講者がどのタイミングでどの対象を見ているかとい

う傾向を分析する手法を提案する． 
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1. はじめに 
大学などの授業改善(FD)の方法の一つとして，講

義における講師や受講者を撮影し，講義後に講師や

受講者の姿勢や振る舞いを観察・分析して振り返る，

授業リフレクションという取り組みがある 1)．しか

しながら，1 回分の講義映像全体をすべて見返して

分析するのにかかる時間や労力の点から継続的な実

践は困難であるという問題がある．そこで我々は，

その自動化を目指し，あらゆる方向を同時に撮影す

ることが可能な全天球カメラで講義を撮影した映像

から講師や受講者の姿勢を推定する手法について提

案してきた 2)．一方，この方法では，受講者を正面

から撮影した映像ではないことや，解像度が低いこ

とから，授業改善に有用な，講義に参加している複

数の受講者の視線情報を獲得することは困難である． 
そこで本研究では，講義室内の受講者視点に設置

した全天球カメラで撮影した講義映像を没入型ヘッ

ドマウントディスプレイ(HMD)で視聴することで臨

場感の高い受講体験が可能な枠組み 3)を活用し，没

入型講義映像を視聴する学習者の視線情報を獲得す

ることで，各視聴者の視聴傾向や複数の視聴者間で

の視線の同期性を分析する手法について提案する． 
 
2. 没入型講義映像を用いた視線検出 
2.1 没入型講義映像の撮影 

没入型講義映像として，京都外国語大学村上ゼミ

の学生によるゼミ発表の様子（発表映像）および質

疑応答の様子（質疑映像）を撮影した．質疑時には，

ゼミ担当教員も講義室の前に立ち座長の役割を担っ

た．撮影した講義室は，高低差のない 40 名程度の受

講者を収容可能である．全天球カメラとして Ricoh 
Theta V を利用し，講義室の受講者席に受講者視点の

高さとなるように設置して撮影した．  
2.2 没入型講義映像における視線行動の検出 
 没入型講義映像を視聴する没入型 HMD として，

映像視聴中の視線方向の検出が可能な FOVE 社製の

FOVE0 を使用した．実際の講義に出席する受講者は

同一受講者席での講義の受講は不可能であるが，

FOVE0 で没入型講義映像を複数の視聴者が視聴す

ることで，複数の受講者による同一視点での受講が

仮想的に可能となり，複数の受講者の視線行動を分

析する際に，受講者席の位置に依存しない視線行動

の観察・比較分析が可能となる． 
一方，位置が異なる複数の受講者席で同時に撮影

した没入型講義映像を視聴することで，同じ視聴者

が異なる受講者席に座った際の視線行動の変化も観

察・分析することが可能となる． 
 本研究では，視線を向ける対象の候補として，パ

ワーポイント用スクリーン，発表者，他の受講者

(1~3)，その他，を映像中に手動で設定した．質疑映

像には，視線対象候補としてゼミ担当教員を追加し

た．また，視線対象に目を向けていない状態として，

視線移動，瞬き，不一致（左右の視線検出誤差が大

きい），という状態も設定した．講義室中央の前から

2 列目の受講者席に設置した全天球カメラで撮影し

た講義映像を正距円筒図法で表現した例を図 1 に示

す．なお，手動で設定した視線対象候補の領域を緑

色の矩形領域として示している． 

図 1 映像と視線対象候補 
 
大阪工業大学情報科学部の学生 10 名(A~J)に，発

表中および質疑中の没入型講義映像を FOVE0 でそ

れぞれ約 3 分(180 秒)視聴してもらい，各時刻におけ

る視線対象を記録した． 



3. 視線情報の分析 
3.1 視線対象ごとの視線傾向 
視線対象ごとに視聴者 A~J が視線を向けた割合に

ついて，発表映像と質疑映像における分布をそれぞ

れ図 2 と図 3 に示す．図 2 から，発表映像ではスク

リーンと発表者に視線を向ける視聴者が多いが，例

えば視聴者 Bは発表者にほとんど視線を向けていな

いことが分かる．また，図 3 から，質疑映像では，

ゼミ担当教員および視線対象候補以外に視線を向け

る頻度が高くなる傾向があることが分かる． 

図 2 発表映像における視線対象の分布 

図 3 質疑映像における視線対象の分布 
 
3.2 視聴者ごとの視線傾向 
次に，視聴者 A~J ごとの発表映像および質疑映像

における視線対象の割合を図 4 に示す．この図から

も，全体的にスクリーンと発表者に視線を向ける視

聴者が多いことが見て取れるが，視聴者によって，

主にスクリーンに視線を向ける割合が高いか，ある

いは，発表者に視線を向ける割合が高いか，などの

分析が可能である． 

図 4 視聴者 A~J ごとの視線対象の分布 
 
 

3.3 視線対象の時間変化 
ある時刻における全ての視聴者の視線対象の割合

を 1 秒ごとに求め，時間系列として並べたものをそ

れぞれ図 5 と図 6 に示す．図 5 から，例えばスクリ

ーンを見る視聴者の割合の変化が把握できる．講義

映像と見比べたところ，スクリーンの割合が多い状

況では，新しいパワーポイントスライドが表示され

たタイミングが多いことが観測された．一方，図 6
からは，ゼミ担当教員や発表者に視線を向ける視聴

者が相対的に多いことが分かる． 

図 5 視線対象の時間変化（発表映像） 

図 6 視線対象の時間変化（質疑映像） 
 
4. おわりに 
本研究では，授業改善に活用可能な受講者の視線

特徴の分析手法として，没入型講義映像を用いた手

法を提案した．全天球カメラで撮影した映像を用い

ることにより，実際の受講では不可能な，同一視点

からの複数の視聴者の視線特徴を獲得し，その傾向

を分析した．今後の課題としては，同時に異なる視

点で撮影した講義映像に対する同一視聴者の視線傾

向との比較や，没入型講義映像を利用した学習のモ

チベーションを高めるのに有用と考えられる社会的

存在感の向上のための他の視聴者の視線情報の可視

化などが挙げられる． 
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